
省

令

規

則

告

示

平成™˜年˜™月˜日 火曜日 第œ™—œ号官 報
〇
法
務
省
令
第
四
十
四
号

不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）

第
七
条
（
他
の
法
令
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）及
び
商
業
登
記
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
二

十
五
号
）
第
二
条
（
他
の
法
令
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
登
記
事
務
委
任
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
日法

務
大
臣

千
葉

景
子

登
記
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

登
記
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
法
務
府
令
第
十

三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
二
項
中
「
柳
原
自
一
丁
目

至
六
丁
目
」
を
「
柳
原
自
一
至
七

丁
目
丁
目
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

富
山
地
方
法
務
局
魚
津
支
局
及
び
砺
波
支
局
の
管
轄

に
属
す
る
商
業
登
記
の
事
務
（
商
業
登
記
法
第
十
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
の
請
求
に
係
る
事
務
を
除

く
。）は
、
富
山
地
方
法
務
局
で
取
り
扱
わ
せ
る
。

第
三
十
二
条
第
三
項
中
「
山
鹿
支
局
」
の
下
に
「
、
宇

土
支
局
」
を
加
え
る
。

第
三
十
六
条
中
「
郡
山
支
局
」
の
下
に
「
、
い
わ
き
支

局
」
を
、「
白
河
支
局
」
の
下
に
「
、
相
馬
支
局
」
を
、「
二

本
松
出
張
所
」
の
下
に
「
、
富
岡
出
張
所
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、

第
三
十
二
条
第
三
項
の
改
正
規
定
は
平
成
二
十
一
年
十
二

月
七
日
か
ら
、
第
三
十
六
条
の
改
正
規
定
は
同
月
十
四
日

か
ら
、
第
二
十
二
条
の
改
正
規
定
は
同
月
二
十
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

〇
公
正
取
引
委
員
会
規
則
第
十
四
号

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
第
七
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
組

織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。平

成
二
十
一
年
十
二
月
一
日

公
正
取
引
委
員
会
委
員
長

竹
島

一
彦

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
組
織
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
組
織
規
程
（
昭
和
四
十
年

公
正
取
引
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
四
条
た
だ
し
書
中
「
第
四
条
の
三
第
一
項
第
三
号
」

を
「
第
四
条
の
三
第
一
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
第
六

号
中
「
こ
と
」
の
下
に「（
取
引
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の

を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
第
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。七

会
社
及
び
そ
の
子
会
社
の
事
業
に
関
す
る
報
告

書
、
会
社
の
設
立
に
関
す
る
届
出
、
会
社
の
株
式
の

取
得
、
合
併
、
共
同
新
設
分
割
、
吸
収
分
割
、
共
同

株
式
移
転
又
は
事
業
若
し
く
は
事
業
上
の
固
定
資
産

の
譲
受
け
に
関
す
る
計
画
に
係
る
届
出
の
受
理
、
会

社
の
株
式
の
取
得
、
合
併
、
共
同
新
設
分
割
、
吸
収

分
割
、
共
同
株
式
移
転
又
は
事
業
若
し
く
は
事
業
上

の
固
定
資
産
の
譲
受
け
を
し
て
は
な
ら
な
い
期
間
の

短
縮
並
び
に
議
決
権
の
取
得
又
は
保
有
の
認
可
並
び

に
こ
れ
ら
の
取
消
し
及
び
変
更
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
条
の
三
第
一
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
一

号
か
ら
第
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
に
第

一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

独
占
禁
止
政
策
に
係
る
事
業
活
動
（
不
公
正
な
取

引
方
法
（
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保

に
関
す
る
法
律（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
。

以
下
「
独
占
禁
止
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
九
項
第

五
号
及
び
第
六
号
ホ
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
係
る

も
の
に
限
る
。）の
調
査
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
条
の
四
第
一
項
中
「
そ
の
他
下
請
取
引
」を
削
り
、

同
項
た
だ
し
書
中
「
前
条
第
一
項
第
三
号
」
を
「
前
条
第

一
項
第
一
号
及
び
第
五
号
」
に
、「
及
び
第
五
条
第
六
項
第

二
号
」
を
「
並
び
に
第
五
条
第
六
項
第
二
号
」に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
第
四
条
の
三
第
一
項
第

四
号
」
を
「
第
四
条
の
三
第
一
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同

項
第
一
号
中
「
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
。
以

下
「
独
占
禁
止
法
」
と
い
う
。）」
を
「
独
占
禁
止
法
」
に

改
め
、
同
条
第
二
項
た
だ
し
書
、
第
三
項
た
だ
し
書
、
第

五
項
た
だ
し
書
及
び
第
六
項
た
だ
し
書
中
「
第
四
条
の
三

第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
四
条
の
三
第
一
項
第
五
号
」
に

改
め
る
。

附
則
第
三
項
中
「
受
理
に
関
す
る
事
務
」
の
下
に
「
並

び
に
同
法
附
則
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
も
の
と
さ
れ
た
株
式
の
取
得
又
は
所
有
に
関
す
る
報

告
書
の
受
理
に
関
す
る
事
務
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確

保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十

一
年
法
律
第
五
十
一
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
二
年

一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
内
庁
告
示
第
十
号

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
三
日
、
皇
居
に
お
い
て
、

天
皇
誕
生
日
一
般
参
賀
を
次
の
と
お
り
行
う
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
日

宮
内
庁
長
官

羽
毛
田
信
吾

一

参
賀
者
は
、
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
同
十
一
時
二
十

分
ま
で
は
、
正
門
か
ら
参
入
し
、
宮
殿
東
庭
に
お
い
て

参
賀
の
上
、
坂
下
門
、
桔
梗
門
、
大
手
門
、
平
川
門
又

は
北
桔
橋
門
か
ら
退
出
す
る
。
ま
た
、
午
後
零
時
三
十

分
か
ら
同
三
時
三
十
分
ま
で
は
、坂
下
門
か
ら
参
入
し
、

宮
内
庁
庁
舎
前
の
特
設
記
帳
所
に
お
い
て
記
帳
の
上
、

桔
梗
門
、
大
手
門
、
平
川
門
又
は
北
桔
橋
門
か
ら
退
出

す
る
。

二

参
賀
者
の
資
格
に
制
限
は
な
く
、
服
装
は
任
意
と
す

る
。

〇

参
賀
行
事
を
妨
げ
、
又
は
他
に
危
害
若
し
く
は
迷
惑
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
者
は
、
参
入
で
き
な
い
。

〇
宮
内
庁
告
示
第
十
一
号

平
成
二
十
二
年
新
年
祝
賀
の
儀
を
次
の
よ
う
に
行
わ
れ

る
。平

成
二
十
一
年
十
二
月
一
日

宮
内
庁
長
官

羽
毛
田
信
吾

平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
宮

中
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
祝
賀
を
お
受
け
に
な
る
。

一

午
前
十
時

皇
太
子
、
皇
太
子
妃
、
親
王
、
親
王
妃
及
び
女
王

二

午
前
十
一
時

内
閣
総
理
大
臣
、
国
務
大
臣
、内
閣
官
房
副
長
官
、

副
大
臣
、
内
閣
法
制
局
長
官
及
び
内
閣
法
制
次
長
並

び
に
以
上
の
者
の
配
偶
者

衆
議
院
及
び
参
議
院
の
議
長
、
副
議
長
、
議
員
、

事
務
総
長
、
事
務
次
長
、法
制
局
長
及
び
法
制
次
長
、

衆
議
院
調
査
局
長
並
び
に
国
立
国
会
図
書
館
の
館
長

及
び
副
館
長
並
び
に
以
上
の
者
の
配
偶
者

最
高
裁
判
所
長
官
、
最
高
裁
判
所
判
事
、
最
高
裁

判
所
事
務
総
長
及
び
最
高
裁
判
所
事
務
次
長
並
び
に

高
等
裁
判
所
長
官
並
び
に
以
上
の
者
の
配
偶
者

三

午
前
十
一
時
三
十
分

特
記
し
た
認
証
官
以
外
の
認
証
官
及
び
各
省
庁
の

事
務
次
官
等
で
宮
内
庁
長
官
の
指
定
す
る
者
並
び
に

都
道
府
県
の
知
事
及
び
議
会
議
長
並
び
に
以
上
の
者

の
配
偶
者

四

午
後
二
時
三
十
分

各
国
の
外
交
使
節
団
の
長
及
び
そ
の
配
偶
者

〇

参
列
者
は
、
各
時
刻
の
十
五
分
前
ま
で
に
皇
居
に
参

入
の
こ
と
。

服
装男

子

燕
尾
服
、
紋
付
羽
織
袴
又
は
こ
れ
ら
に
相

当
す
る
制
服
等（
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ト
も
可
）

女
子

ロ
ン
グ
ド
レ
ス
、
白
襟
紋
付
又
は
こ
れ
ら

に
相
当
す
る
制
服
等

勲
章
着
用

〇
総
務
省
告
示
第
五
百
四
十
三
号

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
六
条
及
び
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
十
六
年
総
務
省
告
示
第
六
百
九
十
五
号
（
電
気
通
信

事
業
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
日総

務
大
臣

原
口

一
博

目
次
中
「
第
三
章

各
種
情
報
の
取
扱
い
（
第
二
十
三

条
e

第
二
十
九
条
）」を
「
第
三
章

各
種
情
報
の
取
扱
い

第
四
章

雑
則
（
第
三
十
条
）

（
第
二
十
三
条
e

第
二
十
九
条
）」に
改
め
る
。

第
二
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。こ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五

十
七
号
）
第
二
条
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る

ほ
か
、
次
の
定
義
に
従
う
も
の
と
す
る
。

第
二
条
中
第
五
号
及
び
第
六
号
を
削
る
。

第
三
条
第
二
項
中「（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号
）」

を
削
る
。

第
十
四
条
中
「
当
該
電
気
通
信
事
業
者
の
個
人
情
報
の

取
扱
い
に
関
す
る
方
針
に
つ
い
て
の
宣
言
」
を
「
当
該
電

気
通
信
事
業
者
が
個
人
情
報
保
護
を
推
進
す
る
上
で
の
考

え
方
や
方
針
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
一
項
第
五
号
中
「
第
四
十
条
の
認
定
個
人

情
報
保
護
団
体
」
を
「
第
三
十
七
条
第
一
項
の
認
定
を
受

け
た
者
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中「
不
払
い
者
情
報
」

を
「
不
払
い
者
等
情
報
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
料

金
不
払
い
の
発
生
」
を
「
料
金
不
払
い
又
は
携
帯
音
声
通

信
役
務
の
不
正
な
利
用
」
に
改
め
、「
料
金
を
支
払
わ
な
い

者
」
の
下
に
「
又
は
携
帯
音
声
通
信
事
業
者
に
よ
る
契
約

者
等
の
本
人
確
認
等
及
び
携
帯
音
声
通
信
役
務
の
不
正
な

利
用
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
三
十

一
号
）
第
九
条
に
基
づ
く
契
約
者
確
認
に
応
じ
な
い
者
」

を
加
え
、「
不
払
い
額
そ
の
他
の
不
払
い
者
」
を
「
不
払
い

額
又
は
電
話
番
号
そ
の
他
の
当
該
者
」
に
改
め
る
。
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